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◎ 編集後記◎ ◎発 行◎
高校生の時、「地域の役に立ちたい」
なんて考えたことがあっただろうか。
今回取材した西高生のような若者がい
る地域の未来は明るいなあ～と感心し
たのと同時にとても嬉しくなった(M)
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健康センター棟 １階

TEL:025-211-1630 / FAX:025-211-1631
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✿令和3年度ボランティア保険✿
ボランティア活動中におこる事故、地域福祉活動や、ボランティア活動

の一環として行う各種行事における様々な事故に対応する保険です。

令和3年3月1日（月）より社会福祉協議会の窓口で受付しています。

ご加入プラン 基本プラン
天災・地震補償

プラン

年間保険料 350円 500円

【ボランティア活動保険】

〇令和2年度中より「特定感染症補償」に新型コロナウイルス感染症(無症状、

自宅等での療養も補償対象に含む)が追加されました。ボランティア自身が

ボランティア活動中に特定感染症を発病した場合に補償します。

※新規加入の場合（4/1付で継続して加入する場合を除く）、保健期間の開始

日からその日を含めて10日以内に発病した場合は補償の対象となりません。

〇【福祉サービス総合補償】についても「感染症補償」の対象に「新型コロ

ナウィルス感染症」が追加されました。

〇【ボランティア行事用保険】については、「新型コロナウイルス感染症」に

対する補償はありません。

かわいらしい仲間たち
子育ち応援サポートセンター「うん♡まんま」

の玄関には、とってもかわいらしいトトロのプ

ランターが並んでいます。「喜んでくださる所

へ・・・」と寄付いただいたもので、社協を通し

てお渡ししました。子どもたちを笑顔にしてく

れていることと思います。

第16号

夏休み親子参加企画として『大工さんと

作ろう！貯金箱づくり』を開催しました。

講師は建築職人集団 新潟八輝会の皆様。

昨年春には『建築のチカラで休校中のこど

もたちに笑顔と元気を！』という取り組みも

されました。（ぼらちゃん第15号参照）

大工さんとつくろう！
貯 金 箱 づ く り

最初は「むずかしい」という声も聞かれま

したが、「ていねいに教えてくれて楽しかっ

た！」と、最後はみんな笑顔で記念写真📷

感染防止対策を整え、参加親子間の距離

を保ちながら無事に終えることができました。

これからも、地域の多様な人との交流や

学びの機会を企画していきたいと思います。

↑クギを打つから、押さえてて！

↑記念撮影は、静かにね…☺

笑顔でパチリ！

↓鍵をつけるの難しい！

↑

仕上げに絵を描いて

完成！



新潟県立新潟西高等高校
「西高 pay it forward activity チーム」
ボランティア部 ＋ ボランティア希望生徒

新潟西高等学校ボランティア部は創部16年目、現在13名の部員で活動しています。

今年度はコロナウィルス感染症の影響で活動の継続が難しい中、「自分たちが今でき

ること」を考えながら活動してきました。そんな中、部員と他のボランティア希望生徒が、

ともに様々な意見やアイディアを集結し新たな活動にチャレンジする「西高 pay it

forward activity (恩送り活動)チーム」も結成し、「受けた恩を他の人に送ることで

奉仕の輪をひろげる」活動を展開しています。今回、みなさんの活動の場にお邪魔して

お話を伺いました。

＜ボランティア部に入ったきっかけ＞

・地域をより良くしたい。自分にできることがあればと思って。

・人の役に立つことがしたかった。

・中学生の時、先生の許可がないと活動できなかったことか

ら、もっと自主的にボランティアできる環境に入りたかった。

＜ボランティアで得たこと＞

・関わったことのなかった地域との交流。視野が広がった。

・積極的に行動することが大事だと分かった。

・色々な人と関わることで発見することが多い。「子どもは

こんなこと考えてるんだー。こんなことが流行ってるん

だー。」とか。

＜自分の中の変化はあるか？＞

・ボランティアをして、もっと人の役に立ちたい。もっとボラ

ンティアをしたいと思った。

・子供と関わる活動をするとは思っていなかったが、参加し

たことで、障がい児の支援など子供と関わる活動をこれか

らもしたいと思った。

・ボランティアは遠い存在だったが、相手も自分自身も楽

しめるとわかった。

・地域の方々と関わりたい。子どもと関わる活動をしたい。

＜これからの人生で活かせることは？＞

・人と関わる力がついてきたと思う。

・まわりを見ることが大切。相手の気持ちを考えることが大切。

・布マスク製作・校内ペットボトルキャップ分別回収

・7月九州南部豪雨災害募金活動 ￥17,642を寄付

・特別養護老人ホームでのお手伝い

・「秋の交通安全運動」の呼びかけ

・子ども食堂でのお弁当配布、工作、

名札作り、メニューボード作りなど

・コロナで幼稚園・保育園実習が中止になった

ため、実習用に作った手袋や布絵本を児童が

利用する施設などへ寄付を考えている。

＜令和2年度の主な活動＞

ボランティアは、無償の活動だけど無償ではない・・・

出会い・発見・学びなど、得るものは無限大。自分の成長につながるもの。

元気力アップ・サポーター応援事業

作っていただいたものは受入施設へ届け、利
用者さんたちのために使っていただく予定です。
今は我慢の日々が続きますが、いつの日かまた
皆で大きな笑顔の花を咲かせるための準備期間
と思い、乗り切って行きましょう！

新型コロナウィルスの影響によりサポーター活

動が途絶えてしまいました。サポーターの皆さんは
張り合いをなくされ、受入施設の職員さんや利用者
さんたちはサポーター不在の何とも言えない淋しさ
を感じる日々が続きました。

「このままではいけない！」と、社会福祉協議会が
応援事業を企画し、西区・西蒲区エリアでは12月～1
月に計4回のサポーター活動の場を設けました。短い
時間ではありましたが、雑巾縫いや小物づくり切手き
りなど久しぶりの活動を皆さん楽しんでおられました。


